
転出者・転入者アンケート調査 

実施要領 

 

１．実施目的 

 本町では平成 27年度に「白老町まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下、総合戦略）」を策定し、人口減少及

び少子高齢化社会への迅速かつ的確な対応による持続可能なまちづくりを目指している。 

現在、総合戦略計画期間の最終年度を迎えたことから、本町における最新の社会増減（転出・転入）の動

向及び要因分析を行い、次期総合戦略の策定に向けた基礎資料とすることを目的に当該アンケート調査を実

施する。 

 

２．調査方法 

 郵送 町民課窓口 

調査対象 

平成 31年 3月 1日から令和元年 9月 30

日までの期間における転出者・転入者 

（※１） 

町民課窓口において転出・転入届を提出す

る方 

対象者 

転出：269名 

転入：193名 

※以下の対象者除外後の人数 

― 

実施手法 郵送により配布、回収 町民課窓口で調査票を配布、回収 

調査期間 
令和元年 10月 9日 発送 

令和元年 10月 25日 〆切 
令和元年 10月 25日まで 

 

※１ 以下の者は調査対象から除外する。 

【転出者】 

外国人（17名）・外字登録者（17名）・同日移動家族（69名）・転居先不明（6名）・特養グループホーム等

の福祉施設入所者（8名）・80歳以上（20名） 

【転入者】 

外国人（43 名）・外字登録者（19 名）・新生児０歳児（32 名）・同日移動家族（52 名）・特養グループホー

ム等の福祉施設入所者（7名）・80歳以上（9名） 

※同日移動家族：家族全員で転出・転入した場合、世帯主のみを調査対象とし、その他の血縁関係者（妻・

子）は除外する。 

 

３．回答結果 

回答数（率） 転出者 転入者 

郵送 
回答数 72名 78名 

回答率 26.8% 40.4% 

窓口 回答数 12名 6名 

 

４．調査項目 

（１）基本項目：性別、年齢等 

（２）転出入に関する状況：家族の転出・転入の有無、職業、転居先・以前の住まい先、居住形態、転出・転

入理由等 

（３）まちづくりへの意見：町として取り組むべき施策等 


